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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 125,202 15.4 4,214 ― 5,303 334.1 3,187 ―

2022年3月期第1四半期 108,447 △0.6 △1,813 ― 1,221 ― △854 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　3,014百万円 （―％） 2022年3月期第1四半期　　△1,842百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 16.22 15.15

2022年3月期第1四半期 △4.35 ―

（注）2022年３月期第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損
失であるため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 1,186,619 411,292 32.5

2022年3月期 1,186,897 411,132 32.3

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 385,383百万円 2022年3月期 383,323百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 12.50 12.50

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 0.00 ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 264,000 17.7 9,000 ― 9,500 276.2 6,000 490.6 30.51

通期 547,000 11.4 21,000 616.2 22,000 67.5 16,000 70.8 81.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）Ｐ．10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」
をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 196,700,692 株 2022年3月期 196,700,692 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 192,461 株 2022年3月期 56,849 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 196,571,268 株 2022年3月期1Q 196,649,452 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、
四半期決算短信（添付資料）P.５「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・四半期決算補足説明資料の入手方法について

四半期決算補足説明資料は、ＴDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の営業収益は、緊急事態宣言等が発出された前年同期と比較し、レジャー・サービス

事業における観光需要や交通事業における輸送人員が一定の回復をしたことで増収となり、125,202百万円（前年同

期比15.4％増）となりました。営業損益は、燃料費が増加したものの、増収により前年同期に比べ6,027百万円収支

改善し4,214百万円の利益となりました。経常利益は、営業損益の改善により5,303百万円（前年同期比334.1％増）

となり、親会社株主に帰属する四半期純損益は、前年同期に比べ4,042百万円収支改善し3,187百万円の利益となり

ました。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

①①①①①交通事交通事交通事交通事交通事業業業業業

交通事業の営業収益は、緊急事態宣言等が発出された前年同期と比較し、各事業の輸送人員が回復したことによ

り32,725百万円（前年同期比20.7％増）となり、営業損益は、燃料費の増加があったものの、増収により前年同期

に比べ4,023百万円収支改善し2,243百万円の利益となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

鉄軌道事業 20,059 17,328 15.8 2,267 167 ―

バス事業 8,466 6,728 25.8 △53 △1,274 ―

タクシー事業 4,634 3,629 27.7 △12 △718 ―

調整額 △434 △566 ― 42 46 ―

計 32,725 27,120 20.7 2,243 △1,779 ―

※鉄軌道事業の営業利益増減率（％）は、増加率が1,000％以上のため表記しておりません。

②②②②②運送事運送事運送事運送事運送事業業業業業

運送事業の営業収益は、トラック事業は減収であったものの、海運事業における旅客需要の回復などにより

33,758百万円（前年同期比2.1％増）となりました。一方、営業利益は、燃料費の増加などにより780百万円（前年

同期比12.3％減）となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

トラック事業 38,488 38,726 △0.6 652 1,246 △47.7

海運事業 3,862 3,113 24.1 115 △391 ―

調整額 △8,592 △8,761 ― 13 34 ―

計 33,758 33,077 2.1 780 889 △12.3
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③③③③③不動産事不動産事不動産事不動産事不動産事業業業業業

不動産事業の営業収益は、賃貸事業における駐車場利用の増加や、分譲マンション販売の引渡戸数の増加により

19,442百万円（前年同期比2.8％増）となりました。一方、営業利益は、前年同期の分譲土地一括販売の反動により

2,047百万円（前年同期比22.5％減）となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

不動産賃貸業 11,629 11,118 4.6 2,000 2,021 △1.0

不動産分譲業 6,222 6,064 2.6 △99 495 ―

不動産管理業 3,259 3,253 0.2 114 142 △19.7

調整額 △1,669 △1,525 ― 32 △16 ―

計 19,442 18,911 2.8 2,047 2,642 △22.5

④④④④④レジャーレジャーレジャーレジャーレジャー・・・・・サービス事サービス事サービス事サービス事サービス事業業業業業

レジャー・サービス事業の営業収益は、緊急事態宣言等が発出された前年同期と比較し、観光需要が回復したこ

とにより17,833百万円（前年同期比145.7％増）となり、営業損失は、増収により前年同期に比べ2,859百万円収支

改善し291百万円となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

ホテル業 3,450 1,794 92.3 △775 △1,486 ―

観光施設事業 4,146 2,528 64.0 62 △672 ―

旅行業 10,390 3,040 241.8 430 △994 ―

調整額 △153 △104 ― △9 0 ―

計 17,833 7,258 145.7 △291 △3,151 ―
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⑤⑤⑤⑤⑤流通事流通事流通事流通事流通事業業業業業

流通事業の営業収益は、百貨店業は増収であったものの、輸入車販売業の減収により15,250百万円（前年同期比

2.0％減）となり、営業損失は、減収により前年同期に比べ15百万円収支悪化し577百万円となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

百貨店業 4,186 3,836 9.1 △536 △667 ―

その他物品販売 11,145 11,809 △5.6 △54 105 ―

調整額 △80 △90 ― 13 0 ―

計 15,250 15,555 △2.0 △577 △561 ―

⑥⑥⑥⑥⑥航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事業業業業業

航空関連サービス事業の営業収益は、航空整備事業の受注増加などにより5,207百万円（前年同期比19.6％増）と

なり、営業損失は、増収により前年同期に比べ６百万円収支改善し152百万円となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

航空関連サービス事業 5,283 4,460 18.5 △152 △160 ―

調整額 △75 △107 ― 0 1 ―

計 5,207 4,352 19.6 △152 △158 ―

⑦⑦⑦⑦⑦その他の事その他の事その他の事その他の事その他の事業業業業業

その他の事業の営業収益は、設備工事の受注減少などにより9,430百万円（前年同期比2.0％減）となり、営業利

益は、減収により67百万円（前年同期比62.3％減）となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

設備保守整備事業 4,278 4,831 △11.4 △245 △6 ―

その他事業 5,344 5,006 6.7 310 182 70.0

調整額 △193 △214 ― 2 1 ―

計 9,430 9,624 △2.0 67 178 △62.3
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、未収債権の回収などにより受取手形、売掛金及び契約資産が減

少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ278百万円減少し1,186,619百万円となりました。

負債は、社債の発行などにより有利子負債が増加した一方、工事代金の支払等により支払手形及び買掛金が減少

したことなどにより、前連結会計年度末に比べ438百万円減少し775,326百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に

比べ160百万円増加し411,292百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、前回公表時（2022年５月11

日）より変更はありません。

業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 50,927 40,476

受取手形、売掛金及び契約資産 58,877 51,349

短期貸付金 1,871 1,871

分譲土地建物 73,181 74,018

商品及び製品 5,427 5,264

仕掛品 675 1,139

原材料及び貯蔵品 4,620 4,799

その他 16,196 30,386

貸倒引当金 △182 △247

流動資産合計 211,596 209,057

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 307,840 304,288

機械装置及び運搬具（純額） 79,359 78,640

土地 356,040 355,703

リース資産（純額） 12,000 11,588

建設仮勘定 61,990 67,991

その他（純額） 7,933 7,652

有形固定資産合計 825,163 825,866

無形固定資産

施設利用権 7,040 7,015

のれん 660 569

リース資産 335 320

その他 3,063 2,926

無形固定資産合計 11,099 10,830

投資その他の資産

投資有価証券 101,661 104,796

長期貸付金 431 413

繰延税金資産 19,732 18,771

その他 17,714 17,300

貸倒引当金 △501 △417

投資その他の資産合計 139,037 140,865

固定資産合計 975,301 977,561

資産合計 1,186,897 1,186,619
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 67,091 49,554

短期借入金 38,257 42,370

コマーシャル・ペーパー 36,000 36,000

リース債務 2,132 2,000

未払法人税等 5,388 1,587

従業員預り金 20,459 20,598

賞与引当金 5,193 2,541

整理損失引当金 20 20

商品券等引換引当金 349 348

その他 89,620 103,459

流動負債合計 264,512 258,481

固定負債

社債 225,100 235,100

長期借入金 155,296 151,781

リース債務 11,781 11,461

繰延税金負債 4,646 4,589

再評価に係る繰延税金負債 55,329 55,327

役員退職慰労引当金 1,141 44

整理損失引当金 5,895 5,792

退職給付に係る負債 33,620 33,659

その他 18,442 19,089

固定負債合計 511,253 516,845

負債合計 775,765 775,326

純資産の部

株主資本

資本金 101,158 101,158

資本剰余金 38,405 40,309

利益剰余金 142,815 143,550

自己株式 △113 △416

株主資本合計 282,266 284,601

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,616 13,339

繰延ヘッジ損益 741 766

土地再評価差額金 86,257 86,252

為替換算調整勘定 △16 △2

退職給付に係る調整累計額 457 425

その他の包括利益累計額合計 101,057 100,781

非支配株主持分 27,808 25,909

純資産合計 411,132 411,292

負債純資産合計 1,186,897 1,186,619
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

営業収益 108,447 125,202

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 99,219 109,623

販売費及び一般管理費 11,041 11,364

営業費合計 110,260 120,988

営業利益又は営業損失（△） △1,813 4,214

営業外収益

受取利息 5 6

受取配当金 626 667

持分法による投資利益 640 547

雇用調整助成金 1,471 424

雑収入 1,116 355

営業外収益合計 3,858 2,001

営業外費用

支払利息 761 688

整理損失引当金繰入額 - 66

雑支出 62 156

営業外費用合計 824 912

経常利益 1,221 5,303

特別利益

固定資産売却益 199 108

工事負担金等受入額 272 307

投資有価証券売却益 716 135

受取保険金 0 205

その他 111 31

特別利益合計 1,300 788

特別損失

固定資産売却損 23 10

減損損失 103 21

固定資産除却損 213 167

投資有価証券売却損 - 160

投資有価証券評価損 86 36

整理損失引当金繰入額 286 -

工事負担金等圧縮額 241 245

その他 39 48

特別損失合計 995 690

税金等調整前四半期純利益 1,527 5,401

法人税、住民税及び事業税 1,353 1,149

法人税等調整額 771 990

法人税等合計 2,124 2,140

四半期純利益又は四半期純損失（△） △597 3,261

非支配株主に帰属する四半期純利益 257 73

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△854 3,187
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △597 3,261

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △980 △157

繰延ヘッジ損益 193 14

土地再評価差額金 △308 -

為替換算調整勘定 11 13

退職給付に係る調整額 △14 △24

持分法適用会社に対する持分相当額 △147 △92

その他の包括利益合計 △1,245 △246

四半期包括利益 △1,842 3,014

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,974 2,917

非支配株主に係る四半期包括利益 132 97
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を、将来にわた

って適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

　 新型コロナウイルス感染症の影響については、今後の広がり方や収束時期等を正確に予測することは未だに困

　難な状況にありますが、固定資産の減損における将来キャッシュ・フローや繰延税金資産の回収可能性等の会計

　上の見積りにあたっては、新型コロナウイルス感染症が徐々に収束に向かうことで、国内の経済活動は2022年度

　中頃に向けて緩やかに回復していくとの仮定を置いております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産
事業

レジャー
・サービ
ス事業

流通事業
航空関連
サービス
事業

その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客に対
する営業収益

26,557 32,998 16,479 7,184 14,993 4,347 5,886 108,447 ― 108,447

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

563 78 2,431 74 561 5 3,738 7,453 △7,453 ―

計 27,120 33,077 18,911 7,258 15,555 4,352 9,624 115,901 △7,453 108,447

セグメント利益
又は損失(△)

△1,779 889 2,642 △3,151 △561 △158 178 △1,940 127 △1,813

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

設備の保守・整備、情報処理業、保険代理業等

２ セグメント利益又は損失の調整額127百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産
事業

レジャー
・サービ
ス事業

流通事業
航空関連
サービス
事業

その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客に対
する営業収益

31,989 33,671 16,817 17,735 14,307 5,207 5,473 125,202 ― 125,202

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

736 87 2,625 97 943 ― 3,956 8,446 △8,446 ―

計 32,725 33,758 19,442 17,833 15,250 5,207 9,430 133,649 △8,446 125,202

セグメント利益
又は損失(△)

2,243 780 2,047 △291 △577 △152 67 4,117 96 4,214

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

設備の保守・整備、情報処理業、保険代理業等

２ セグメント利益又は損失の調整額96百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


